
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2022

学        科 臨床工学技士学専攻科 科　目　区　分 専門基礎分野 授業の方法

臨床の現場で必要な知識や生体の解剖生理・生体基礎情報について学び臨床工学技士として必要なスキルの習得を目的と
する。
また、2年次安全管理学につながる危険の考え方や回避方法の基礎を学び、授業後半での実習に活かせるようにする。

講義

科  目  名 基礎医学実習 必修/選択の別

対 象 学 年 1年次 学期及び曜時限 教室名 基礎医学実習室

必修 授業時数(単位数)

担 当 教 員 新井　篤史　他 実務経験と
その関連資格

島根大学医学部附属病・松江赤十字病院・安来市立病院で臨床工学技士として勤務

レポートとは別に実習における学びノートの作成し、後に活かせるようにする

レポート評価が中心となるので締め期日を必ず守ること
レポートの再提出、再評価あり

授業の
方法 内　　　容 使用教材 授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

バイタルサインの種類と役割を理解し説明できる
臨床工学技士標
準テキスト　第３
版増補配布プリ
ント

医療人としての衛生学的手洗いを実践できる

配布プリント

授業を
通じての
到達目標

基礎医学実習の内容を理解し、清潔などへの理解ができる
医療人としての衛生学的手洗いを理解し説明できる

配布プリント

各分野のレポートで評価（約8回）：80％
実習中の態度評価　：20％

臨床工学技士標準テキスト　第３版増補
配布プリント

第１回講義で使用した
プリントを理解する
（レポート提出あり）

第
1
回

講
義
形
式

各コマに
おける

授業予定

オリエンテーション（実習のすすめ方、清潔とは）
衛生学的手洗いについて①

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定
衛生学的手洗いについて②

各コマに
おける

授業予定
医療現場にて使用されるバイタルサインについて

各コマに
おける

授業予定
脈拍、血圧測定について

第3回講義で使用したプ
リントを理解する
（レポート提出あり）

授業を
通じての
到達目標

生体計測モニターの測定内容を理解し説明できる
臨床工学技士標
準テキスト　第３
版増補配布プリ
ント

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

血圧と脈拍を測定することができる
臨床工学技士標
準テキスト　第３
版増補配布プリ
ント

各コマに
おける

授業予定
生体計測モニターでの脈拍、血圧について

第4回講義で使用したプ
リントを理解する
（レポート提出あり）

第
5
回

講
義
形
式

前期



各コマに
おける

授業予定
生体計測モニターでのバイタルサインについて①（心電図等）

臨床工学技士標
準テキスト　第３
版増補配布プリ
ント

第6回講義で使用したプ
リントを理解する
（レポート提出あり）

車椅子に関するレポート

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生体計測モニターの測定内容（その他項目）を理解し説明でき
る

各コマに
おける

授業予定

KYT（危険予知トレーニング）をグループワークによって行う

・講義のノートまとめ
　（図も記載すること）
・プリント課題

いずれも毎回提出

基礎医学実習のシラバ
スとKYT作成ノート
（レポート提出あり）

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

10回目以降の実習を理解し、予防策（案）を出すことができる

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

危険予知の考え方や対応方法を理解し、改善案を出すことが
できる

各コマに
おける

授業予定
KYT（危険予知トレーニング）をグループワークによって行う

授業の
方法 内　　　容 使用教材 授業以外での準備学習

の具体的な内容

生体計測モニターでのバイタルサインについて②（その他項
目）

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生体計測モニターの測定内容（心電図）を理解し説明できる
臨床工学技士標
準テキスト　第３
版増補配布プリ
ント

第5回講義で使用したプ
リントを理解する
（レポート提出あり）

基礎医学実習

基礎医学実習
各コマに
おける

授業予定

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

車椅子の構造と操作ができるようになる

配布プリント

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

車椅子の構造と役割が理解できる

配布プリント

各コマに
おける

授業予定
車椅子の構造と役割基本的操作

各コマに
おける

授業予定
車椅子の構造と役割

transfer②

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

transferについてできるようになる

配布プリント

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

transferについて理解できる

配布プリント

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

心肺蘇生ができるようになる

配布プリント

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

心肺蘇生ができるようになる

配布プリント
各コマに
おける

授業予定
心肺蘇生トレーニング（消防署認定普通救命講習取得）①

心肺蘇生レポー

心肺蘇生レポー
各コマに
おける

授業予定
心肺蘇生トレーニング（消防署認定普通救命講習取得）②

各コマに
おける

授業予定
transfer①

transferに関するレポー
ト

transferに関するレポー
ト各コマに

おける
授業予定


